
"地産地消ララ

地戒に貢献
地域経済の活性化が大きな課題となっている｡推進すべきは"地産地

消"だ｡地産地消とは､文字どおり｢地域で生産されたものを地元で消

費すること｣｡だが､単に地域内消費の拡大ということだけでなく､互い

の顔が見える密なコミュニケーションの中で生み出された製品は､他

地域の消費者にとっても安全･安心感を与える｡加えて､地域内での生

産･消費は､物流でのCO2削減など環境面にも貢献する｡今回は､地産

地消に取り組む2つのケースを紹介しよう.
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